コミュニティでの学び合いにより，見方を広げ，考えを深める実践－批評文を書き，評価し合う中で，内容や表現について探究する（第３学年）－ by 河原, 年隆
１ 学びの構想
子どもと教材をつなげる
本校では，５月の生徒総会で３年生となった子ど
もたちが，ライスボール riceball（おにぎり）：re-
spect（尊重する）identity（存在意義）creation（創
造的）effort（努力）band（協力）all（全員，皆）
というテーマを大切にして「今年５０周年という節目
を迎える附属中をよりよくしよう」という提案を出
した。そこで，附属中をよりよくするために，附属
中を見直す良い機会だと考え，国語科３学年の言語
活動例として示されている批評文を書く活動を行う
ことにした。子どもたちも附属中という身近なもの
が教材となることから，発意も高まり，課題意識を
もって学習に取り組むことができるだろう。さらに，
書くための取材や構想，文章にまとめる中で，附属
中のよい点や改善点を再確認し，学校生活の改善に
もつながる考えを見出したとき，書くことへの意欲
がさらに高まるだろうと考える。こうして，子ども
たちは，「附属中はどんな学校か」という課題から
附属中学校の現状を見直し，附属中の特徴を書き出
す。附属中の現状を学級内で共有し，班に分かれて
テーマを決め，観点ごとに分析し情報を集める。集
めた資料を活用するにあたって，構想を考えながら，
根拠となる事実やデータなど客観的な資料を引用し，
批評文を書きあげていくことになる。
互いの読み合いから見方や考えを深める
今までの学校生活での体験や過去の資料やインタ
ビューなどを参考に批評文を書く。批評文を書くこ
とは初めてなので，批評文に必要な要素や説得力あ
る文章を書くための構成メモを作り，批評文を作り
上げる。それをいくつかの批評の観点をもとに読み
合い，意見交換をしながら，自分の表現に活かし改
善していけるようにしたい。お互いの批評文を読み
合い，批評文を批評する活動を行い，より説得力の
ある文章を作り上げられるようにし，附属中につい
ての見方の広がりや考えの深まりを実感させたい。
カリキュラムの中で学びをつなげる
子どもたちは，様々な教科や国語のカリキュラム
の中で「書く」活動を通しながら，表現を探究し学
びの質を高めている。本校国語科では，「国語研究
録」という学習をカリキュラの中心に置いており，
１年に１回各自がテーマを決め，研究したことをレ
ポートにまとめている。本単元での学びが，国語研
究録において，論理の展開を工夫し，資料を適切に
引用するなどして，説得力のある文章を書くことに
つながることを目指したい。また，本校国語科の核
となる学びは，「言葉を通して他とかかわり，追究
を深める」である。本単元でも，今までの学びを活
用しながら，言葉を通して他の生徒のものの見方に
触れ，自分の見方と比較しながら課題について追究
を深めることができるよう，授業デザインを構想し
たい。
２ 学びのストーリー
 附属中はどんな学校？
附属中学校を分析しよう （第１時）
５０周年を迎えた附属中学校生徒総会でも全校の課
題となった「附属中をよりよくするためには…」を
コミュニティでの学び合いにより，見方を広げ，考えを深める実践
－批評文を書き，評価し合う中で，内容や表現について探究する（第３学年）－
Ⅰ－2 「学びをつなぐ《探究するコミュニティ》としての実践」
５０周年の節目を迎える附属中。よりよい附属中を目指して，自分
たちの学校生活をいろいろな角度から見直し，附属中に関する批評
文を書く。自分の考えを伝えるための情報を取材し，集めた情報を
吟味しながら，論の展開を考える。根拠となる資料を客観的に分析
し，引用しながらより説得力のある文章をつくる。また，お互いの
批評文を読み合い，意見交流を行うことで，自分のものの見方を広
げながら内容や表現について探究し，自分の表現を改善していく。
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テーマに附属中学校の現状を考えた。
アンケートをとり，事前に生徒たちの附属中に対
する意識を探ってみた。
アンケート結果
○素晴らしい点
・生徒同士が話し合える授業が多い
・行事を生徒が創り上げる
・校訓を大切にしている
・得意な分野で活躍できる
・学Ｐ，音ドラなど他校で体験できないことがたくさん
ある
○改善点
・自由すぎる
・校舎が古い
・バスなど公共施設を使うときのマナー
など
アンケートの結果からは，子どもたちの愛校心が
とても強いことがわかった。また，附属中に対して
満足している部分の多い様子が表れていた。しかし，
一方で課題を見いだしている子どもたちもいた。以
前の先輩たちの姿に比べ，力不足ではないかと考え
たり，自分たちの力に対して厳しく振り返る子ども
たちもいた。
授業のはじまりは，みんなが慣れ親しんでいる校
章を黒板の中心に貼り，附属中学校を作り上げてい
るもの（附属中の要素）をあげて全体で共有した。
子どもたちからは，今現在の附属中学校の姿を様々
な角度から見て，考えて多くの意見が出された。子
どもたちも学校をよく知る３年生ということもあり，
高い発意が見られた。
教 師：附属中を作り上げているもの（要素）は？
附属中といえばどんなことをイメージするか？
美 璃：音楽文化
教 師：具体的には
美 璃：音ドラ，合唱祭，など歌う行事が充実している
大 空：自主・協同を意識して行動していること
哲 也：学Ｐなど附中独特の活動がある
瑞 季：話し合いの多い授業
哲 成：文化祭，体育祭，応援など
ゆう季：自由な雰囲気がある
教 師：自由な雰囲気とは
ゆう季：生徒にまかせてくれる部分が多い
優 樹：校則が他校に比べて厳しくないかも
こうした生徒たちからの意見を見ると，附属中学
校をつくっている外的な面や内的な面いろいろな要
素が出された。生徒達も意見に対してさらに意見を
付け加えたりしながら，附属中を客観的にみている
ようだった。要素をいくつかグルーピングし，いく
つかテーマを考えた。そして，自分たちの班がどの
内容について分析を進めるか検討した。班ごとに希
望をとり，話し合いながら，各班の分析するテーマ
を以下のように決めた。
１班：音楽文化 ２班：学うた ３班：文化祭
４班：応援 ５班：先生 ６班：学年プロジェクト（学Ｐ）
７班：附中生 ８班：委員会活動
授業後の感想では，次のような感想が出てきた。
大空：附中生は何なのかということを見直すことができた。
瑞季：附中の様々な文化，奥深さと広さを改めて感じた。
子どもたちの体験の多いものには，人気が集まっ
た。やはりイメージしやすいのだろう。
こうしてテーマが決まった班から個人でウェビン
グを行い，イメージを広げた。同じテーマであって
も一人一人出てくる言葉やイメージする内容，考え
は様々であり，これまでの体験を思い出しながら書
いているようであった。こうして，批評文を書く方
向性が見え始め，批評文づくりの構想が広がり進ん
でいった。
 批評文について知る。 （第２時）
批評文を書くということで，教科書の説明文「「批
評」の言葉をためる」を読んだ。身近な例を参考に
「批評」と「批判」の違いを理解することができた。
批評については，生徒の意見から学校生活のいろ
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パソコンで情報を集める
シンポジウム「先輩が附中について語る」
いろな教科で行われていることがわかった。国語科
では，その基本を定着させたい。また，批評するに
は，自分なりの価値基準の根拠を明らかにして物事
を評価することが必要であることも理解した。
こうして，批判的な見方だけでなく，肯定的な見
方をもつことや他人のものの見方と自分のものの見
方の違いから気づきが見つかることも確認した。
教師：批判と批評の違いは何かな？
生徒：批判は，相手の悪いところを指摘することで，批評は，
自分の価値基準をもとに，良いところと悪いところの
両面から評価することです。
教師：学校生活の中で，こんな風に批評することあるかな？
生徒：音楽の時間，歌を聴いて作品の批評をしたことある。
生徒：学Ｐの時間，演劇のテーマや原作本について話し合う
ときに話し合ったこともかな。
○選んだテーマを分析するための観点を班で考え出
し合う。
自分達の班が選んだテーマを分析するための観点
決めの話し合いを行った。
学年プロジェクト（学Ｐ）にテーマを決めて話し
合った班では，学Ｐの活動を行ってきた体験をふま
え，良い点や問題点をあげやすい観点をあげていた。
梨紗：学Ｐのテーマ決めについて
敦也：学Ｐの話し合いの改善について
瑞季：よりよい学Ｐをつくるための話し合い
規恵：学Ｐの発表手段としての音ドラ
達也：学Ｐのテーマについて
それぞれの観点に関して，良い点，問題点を考え
意見を出し合った。
他に応援をテーマに選んだ班は，練習時間，人数，
形式，他の学校の様子などを観点にして分析しよう
と考えた。それぞれの班がワークシートを使い，観
点ごとのよい点，問題点を考えた。
 情報を集め，整理する。 （第３，４時）
テーマに関して，自分の考えをもち，それを支え
るための根拠となりそうな情報を集めた。インター
ネットを使って行事についての記載事項を見たり，
過去の先輩の書いた文集や記念誌などから情報を入
手，整理してワークシートに記入した。附属中の子
どもたちは，日頃の学Ｐや他教科の授業で，調査活
動などを行っているので，手際よくパソコンやアン
ケートを利用し，資料づくりなどを行った。情報の
客観性という点では疑問もあるが，根拠立てながら
自分の考えを構築してった。
 附属中について先輩から聞く
子どもたちは多くの情報を集めようと努力してい
たが，テーマによって，集めやすいものと集めにく
いものがあるようだった。在籍する生徒達にインタ
ビューをしていた生徒から先輩の話も聞きたいとい
う声があがったため，卒業生を招いてのシンポジウ
ムを行うことにした。
現在の状況と過去の状況を比較しながら分析する
良い機会であると考えた。卒業生の先輩は，生徒に
とって親世代の男女２名の卒業生であった。過去の
附属中の行事についてや日常の学校生活，附属中の
生徒ととして思うこと，今の生徒を見て感じること
などの話を聞きたいと生徒たちも楽しみにしていた。
シンポジウムでは，２人の先輩方が自分の附中時
代の体験談を語って下さった。ここでは先輩から自
分たちが知らない話を聞けるとあって子どもたちも
大変関心をもって聞いていた。文化祭や応援などに
ついては共通する部分も多く，長い附属中の伝統を
感じている者も多かった。また一方で，２人の先輩
方も学年プロジェクトのように先輩方の知らない新
しい取り組みについての話には，興味深く耳を傾け
ていた。子どもたちからのいろいろな質問にも答え
てくださり，先輩との対話から得られたものも多か
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資料をもとに批評文を書く。
ったようだ。
シンポジウム後の生徒の感想は，次のようであった。
生徒：昔の附属中と比較することができた。
生徒：今日の話を資料の一つとして活用したい。
生徒：アンケートを利用して批評文を書きたい。
生徒：附属中の伝統に誇れるものがたくさんあることが改め
てわかった。
生徒：昔の附属中と比較することがおもしろかった。
継続されていることや変わってきた点がわかった。
この授業から縦のつながりが見られた。子どもた
ちの知らない附属中の世界を聞くことができ，子ど
もたちは満足そうであった。新たな発見もあり，先
輩たちから引き継がれてきたものや見えない何かを
感じ取っていたようだ。
共感できる部分，また，時代が変わり新しくなっ
た部分とをお互いに感じながらシンポジウムを終え
た。
 批評文の構成を考える （第５時）
ワークシートを使い，必要な情報や資料を比較し
て，自分なりの意見の構成を考えて書いた。教科書
の学習の窓に記載されている批評文の書き方と批評
文の例文に注目し，書く時のポイントについて確認
した。現状，評価すべき点，評価できない点，まと
めという構成をもとに根拠となる内容を書き，説得
力を高める工夫をする点に気をつけた。
 批評文を書く。 （第６時）
できあがった構成メモを参考に批評文下書きを６００
字～８００字で書いた。
生徒達が集めた情報を使い，それらを根拠として，
自分の考えを子どもたちの目線で批評文の形で表現
した。
 批評文を読み合い，評価し合う （第７，８時）
できあがった批評文は自分の意見だけを述べてい
る意見文になっていないか。根拠をもとに評価すべ
き点と評価できない点が書かれているかを，子ども
たちの目で確認した。
教師：今日は批評家になってもらって，友達の批評文を読ん
でもらい批評してもらおう。他のクラスの生徒の作品
を参考に見てみよう。内容を見ると附属中の体育祭に
ついて，プラス面，マイナス面，課題が見つかったよ
うだ。
一つの生徒作品を全員で評価し合い，そして，評価
のポイントを共有した。
教師：もっとこの批評文に説得力をもたせるには，どうした
らいいだろうか？
生徒：一つ一つの言いたいことに，具体的な資料をつけると
いいと思う。
生徒：アンケート結果や証拠が必要だと思う。なんだか自分
の意見を言っているだけに思える。
教師：どんなアンケートをとったらいい？
生徒：私は「体育祭の準備期間が短いと思うか？」というこ
とをまわりのみんなにアンケートしたけれど，どうで
しょうか。
教師：いいと思うよ。
生徒の批評文作品例
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互いに読み合いアドバイスを書く
←
付箋
①
②
③
→
推敲
１０
項目
推敲項目と助言をもとに改善箇所を確認
生徒：私は他の人にも聞いてみたいです。
教師：誰に？
生徒：先生や応援団経験者の先輩などに
教師：そういう情報が加わると説得力も増すよね。
生徒：デメリットとしてあげている「準備期間が短い。」こ
とを，まとめの部分ではメリットみたいに述べている
のが，矛盾しているように思える。
生徒：観点をそろえて説明した方がよい。
生徒：他の学校はどんな期間でやっているか調べるといい
生徒：言葉の使い方で「残暑前に行ってしまう」ことをメリ
ットで言っているのに「～しまう」の言い方がデメリ
ットに聞こえてしまうので，変えたほうがよい。
教師：いろいろ出てきたけれど，全員で今のようにお
互いの批評文を読み合い，アドバイスし合おう。
では，そのときのポイントを確認しよう。
作品に「説得力のある表現が使われているかど
うか」，「客観的な資料などで根拠がはっきりし
ているか」を評価の観点とし，気づいたことを
友達にアドバイスしてあげよう。
子どもたちの発言からも根拠を明らかにして評価
したほうがよいということや自分の考えの裏づけと
なる資料を引用することや表現の仕方について気づ
いたようだ。
お互いに気づいた点を付箋紙に書いてワークシー
トに貼った。班員のみんなから，自分の批評文につ
いてのコメントが書かれて，手元に戻ってきた。そ
れを参考に，自分の表現について振り返った。
瑞季さんの批評文に対するアドバイス
○良い点
瑞季（自分）：アンケートをとり，その結果を使い根拠が
ある文章になっている。
梨紗：アンケートの結果が書かれていて，より説得力のあ
る文章になっている。
規恵：資料があって説得力のある批評文だと思う。
これからのことについても書いてあってよかった。
達也：読みやすい字で，読みやすい段落構成になっている。
敦也：結論となる自分の意見がしっかり書かれていて伝わ
りやすい。
△改善点
瑞季（自分）：学Ｐのことももっと具体的に書くとよい。
梨紗：主に話し合いについての内容なので，学Ｐの内容の
ことももっと入れるとよいと思う。
規恵：学Ｐの内容を入れたり，どのような場合の話し合い
かを書くとよい。
達也：資料に説得力はありますが，アンケート結果をグラ
フ化して，見やすくしたほうがよくなると思います。
敦也：どのような話し合いなのかをしっかり書いてほしい。
資料をもっとわかりやすくするとよい。
こうした意見をもらい瑞季さんの授業での気づき
は次のようであった。
瑞季：自分の批評文を読んでもらうことで，改善点が分か
りよかったです。教えてもらった改善点をもとに直
していきたいです。表なども入れてみたいです。み
んなの批評文からもいろいろなことが学べました。
他の子どもたちも，友達からのアドバイスを参考に，
自分の批評文の改善点を見いだせたようだ。
○下書きの原稿の訂正箇所に付箋を貼り，改善点を
確認した.。
付箋に書かれた改善点
付箋①学Ｐでの話し合いについての説明を増やす。
付箋②一文が長いので二文に分けて書く。
付箋③表を入れて分かりやすくする。
○瑞季さんの批評文の一部
学Ｐは，学年で一つのテーマを決め，探究していく附属特
有の活動である。学Ｐでは，多くの話し合いが行われる。そ
して，学Ｐの具体的な取り組みや修学旅行などいろいろなこ
とを決めていく。話し合いを行うことで，意見を出してもら
う場が作れ，より多くの人の意見を取り入れることができて，
とても良いことだと思う。しかし，話し合いの時に気になる
ことが二つある。（中略）
第二に，一部の人だけが発表していることだ。「話し合い
で積極的に自分の意見を言っているか」についてのアンケー
トを行い，２７人の回答があった。男子は，１２人中「はい」は
６人，「いいえ」は６人だった。女子は，１５人中「はい」は
５人，「いいえ」は１０人だった。この結果から，女子の発言
が少ないことがわかる。一人一人よい意見をもっているのに
とてももったいないと思う。
私は，よりよい話し合いにするには，まず，話をしっかり
聞くことが大事だと思う。そして他人の意見を聞きつつ，自
分の意見を言うとよいと思う。意見が言い合える環境作りを
していくべきである。学Ｐ以外の話し合いでも，このような
話し合いができれば，よりよい附属中学校をつくることがで
きると思う。
－国１２－
３３
国
語
批評文についての振り返り
なお文章の推敲学習の一つとして，教科書に記載
されている項目につけ加え，基本事項チェック表で
１０項目（例：１，文字表記 ２，句読点 ３，文の長さな
ど他７つ）について各自自分の文章を推敲した後，
清書を行った。
今回の活動中２回の振り返りを行った。振り返り
表を使い，ウェビング，取材，整理，構想，批評文，
読み合い①，推敲，清書，読み合い②の活動での満
足度を５段評価で自己評価し，活動についてや友達
の作品を読んでの感想などを書いた。２回目の振り
返りを，瑞季さんは以下のように書いている。
瑞季：自分の伝えたいことが伝わる批評文になるように書き
ました。友達の意見をもとに，アンケート結果を集計
し取り入れて，根拠のある文章になるようにしました。
わかりやすくなったと思います。満足いく批評文が書
けてよかったです。
瑞季さんも「アンケート結果を自分の意見の根拠
としたほうがよい」という友達からのアドバイスを
参考に自分の作品を改善していき，より説得力があ
り，納得のいく批評文に作り変えることができたよ
うだ。アンケート結果の代わりに先輩の声を根拠と
して取り入れた生徒や自分の体験を取り入れた生徒
もいた。みんな自分の意見の根拠として客観的な資
料を引用しようとしていた。
 清書を完成させ，作品を読み合う。（９，１０時間）
友達からのアドバイスや推敲を踏まえて，作品を
完成させた。そして，自分の選んだテーマと違う他
の班の生徒の作品を読み合う機会を設けた。
そこでの感想と子どもの学びの振り返りである。
瑞季の振り返り
今回「批評文」を書くという体験ができました。「批
判」と「批評」の違いを初めて知り驚きました。テーマ
が「附中の先生」に決まった時は，不安でしたが，イン
タビューやアンケートを重ねていくうちに多くのことを
知り，それをもとに自分なりの意見を考え，批評文が書
けてよかったです。
友達の作品「ゆう季の作品：先生と生徒と附中の授業」
を読んでの瑞季の感想
テーマについてのアンケート結果を入れてあり，先生
へのインタビュー結果も取り上げながらしっかり意見を
まとめてあり説得力がありました。附中の授業を先生か
らの見方と生徒からの見方の二方向からの視点で書いて
いたところが特によかったと思います。共感できるとこ
ろがたくさんありました。私も，みんなで話し合いなが
ら進めていく授業は，話す力や勉強に対する関心を高め
ていく点でよいと思いますが，話し合いだけで聞く力や
問題が解けるかどうかはわからないと思います。話し合
いと考えることがバランスよくあるとよいと思いました。
３ 省察
 ３年間の子どもの学びを省察する
実践した単元「批評文を書く」は，今回の指導要
領の改訂で新たに提示された言語活動であった。批
評文を書く活動では，対象の事柄の特徴をどのよう
な切り口で書き，集めた資料等をいかに分析して書
くかがポイントであった。何のために批評をするの
かを意識させることも大切であった。そこで，今回
５０周年を迎えた附属中について批評するということ
を行ったが，様々な角度から附属中の現状，過去や
未来について見つめ直し，ともに附属中について考
えるよい機会となった。今回は最高学年という立場
に立ち，子どもたちの目線で，附属中のアイデンテ
ィティーについて考えたり，附属中の歴史や伝統に
ついて改めて気づき考えたり，身近な疑問点や課題
を見つけ出したりすることができた。そして，附属
中や附中生のすばらしさをいろいろな言葉で表現し，
課題についても気づきながら，意見や提案を表現し
ていた。子どもたちも身近な話題であったことや愛
校心の強い子どもたちが多かったこと，３年生であ
り今後の学校生活にも反映できることもあり，子ど
もたちは，興味をもって取り組めたようだ。子ども
たちの授業の振り返りにも，今までの体験を踏まえ
ての内容が多く書かれていた。また，３年生の子ど
もたちは，今までに附中新聞を小学生あてに作り紹
介したり，説明の仕方を工夫した説明文作りなどの
経験もあった。さらに，１年，２年と国語研究録作
成などで，取材や調査したものを構成し，考察をま
とめる学習も行っていた。そして，国語研究録を読
み合い，評価し合う学習も行っていた。こうした学
びのつながりが今回大いに活かされていた。また，
単元の中での話し合いや省察も学びの繰り上がりに
つながる大事な機会であった。子どもたち同士が，
ともに単元を通して附属中について言葉で表現しな
がら探究できたこと，多くの視点で附属中を見直す
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ことができたことは大きな成果であった。
 批評する活動を振り返る
批評を交わし合うことは，「コミュニケーション」
であり，その人が，それまでに身につけてきた「よ
い・悪い」の判断や美意識，価値基準の根拠の確認
である。いろいろなものを批評し合う中で，友達と
自分の判断基準を確かめ合い，認め合い，そして調
整し合っていくこともできた。そこに，コミュニケ
ーションの価値があり，他人のものの見方と自分の
ものの見方を比べて，その違いに気づくことも経験
できた。
このように「批評」することは，成長期の中学生
にとって意味があり，また「言葉」の重要性への気
づきをもたらし，大きな意味をもつ言語活動だとい
える。言葉を通して他の生徒のものの見方に触れ，
自分の見方やものの書き方と比較しながら自分を振
り返り，自分の表現に生かす点や課題についてさら
に追究を深めることができる点では成果があったと
いえる。しかし，子どもたちは，客観的な分析をす
るための情報集めやテーマの問題点を考えることに
苦労していた。今回の実践では，情報の客観性とい
う点では不十分な点も多く，自分の意見の根拠とし
て引用する情報をどのように選択するか，判断する
かという見極めが難しかった。また，批評文を書く
上で課題設定することの難しさも強く感じた。また，
じっくりと考え，次の課題に取り組むための時間の
確保の必要性，子どもたちにどのタイミングでどの
ような支援をするのか発言に対する切り返し，ゲス
トティーチャーなど単元の中での子どもたちに対す
る仕掛けの工夫についても，学びを一歩深めるため
にもう一度吟味しなければならなかっい課題も多か
った。
 省察を捉え直し，学びをつなげる
今回，子どもたちが学習するテキスト「批評文」
を自分達で作り，批評し合い，振り返り，さらに吟
味した表現を探り，書き直し，振り返るという活動
を探究するコミュニティを意識して行った。子ども
たちは，取材やアンケートを行い情報を集め，分析
するような活動，話し合う活動には慣れているよう
であった。その取り組みのスムーズさなどから国語
科研究をはじめ，他教科や総合での普段からの探究
するコミュニティをベースとした学習活動の経験が
活かされているのだと感じた。こうしたことは発意，
構想，構築，遂行・表現，省察といったサイクルの
繰り返しが，全教科で繰り返され，３年間のカリキ
ュラムの中でつながりをもって行われている成果だ
といえる。ただし，一人一人の学びの繰り上がりや
深みについてはまだ課題も多い。こうしたことから
も，３年間の子どもの学びを見通した学びのつなが
りや省察を踏まえた課題の見極めや設定をしっかり
行わねばならない。また，中学校３年間だけでなく，
義務教育，生涯教育を見通した学びのあり方や省察
についてもこれから考えていかなければならない。
（河原年隆）
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